
指針第２号様式

４　温室効果ガスの排出の状況

1 6 年度）の温室効果ガス排出の状況

５　温室効果ガス排出量の抑制に係る目標の達成状況

（１）温室効果ガス排出量の抑制目標の達成状況

令和 5 年度 令和 8 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度

t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2

％ ％ ％ ％

t-CO2 t-CO2 t-CO2

％ ％ ％

令和 5 年度 令和 8 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度

％ ％ ％ ％

％ ％ ％

（２）進捗状況に対する自己評価（目標の達成／非達成の理由）

⑦六ふっ化硫黄

t-CO2

①エネルギー起源二酸化炭素の排出量 1,136

計画期間

③メタン

t-CO2

t-CO2②非エネルギー起源二酸化炭素

④一酸化二窒素

夏季を中心に、酷暑や非常配備等を理由として、ガス吸収式冷温水発生機の運転を伴う空調運
転が前年度より増加したことにより、電気・ガスの使用量が増加し目標達成に至らなかった。
また、一般競争入札による電力供給事業者の変更が年度途中に行われたことにより、計画時よ
りもCO2排出係数の高い事業者が供給者となったこともあり、総排出量が大きく増加する一因
となった。

①
を
除
く

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（

二
酸
化
炭
素
換
算
）

⑨エネルギー起源二酸化炭素（発電所等配分前）

t-CO2

⑤ハイドロフルオロカーボン類 t-CO2

温室効果ガス総排出量（①～⑨合計） 1,136 t-CO2

⑥パーフルオロカーボン類 t-CO2

備考１　温室効果ガスの排出の状況のうち、エネルギー起源二酸化炭素を除く温室効果ガスの排出量については、温室効果
ガスの種類ごとに3,000トン以上の場合に限り計上してください。

目標

総排出量

計画期間の実績

温室効果ガスの抑制の目標設定方法

3.0

温 室 効 果 ガ ス
みなし総排出量

t-CO2

⑧三ふっ化窒素 t-CO2

項　　　　目
基準年度の実績

t-CO2

目標

削減率（対 基準年度）

削減率（対 基準年度） ▲ 1.2

計画期間の実績

温 室 効 果 ガ ス
総 排 出 量

1,123 1,089 1,136

原単位当たりの
み な し 排 出 量

削減率（対 基準年度）

原単位当たりの
排 出 量

項　　　　目
基準年度の実績

削減率（対 基準年度）

備考２　温室効果ガス総排出量とは、エネルギー起源二酸化炭素の排出量と、種類ごとに3,000トン以上の温室効果ガスの
排出量の合算をいいます。

備考４　温室効果ガスみなし総排出量とは、温室効果ガス総排出量に対し、クレジット等の環境価値に相当するもの及び非
化石エネルギー等の利用による温室効果ガスの削減量等を調整したものをいいます。

備考３　原単位当たりの排出量とは、事業活動の特性を的確に示すものとして事業者自らが選択する工場等の床面積、製品
の出荷量その他の指標になる単位量当たりの温室効果ガス排出量をいいます。

年度目（令和



指針第２号様式

６　温室効果ガスの排出の抑制等に係る措置の実施状況

（１）自らの事業活動に伴い排出される温室効果ガスの抑制に係る措置の実施状況

昼休み等は消灯を行ったほか、
必要ない部分については電灯の
間引きを行っている。
トイレには人感センサーを設置
し、使用していない時間帯の消
灯に努めている。

・昼休みや残業時には不必要な証明を消し、
必要な場合はスポット照明を採用
・トイレや倉庫などの使用していない部屋の
消灯

毎月１日はエレベーターの稼働
台数を減らしている。
また、勤務時間外には稼働させ
るエレベーターを限定してい
る。

省エネルギー・
省資源の推進

・クールビズ、ウォームビズの実施 １年を通じて軽装勤務ができる
ようになったこともあり、予定
どおり取り組むことができた。

省エネルギー・
省資源の推進

・退庁時や外出時は、可能な限りパソコンや
事務用機器の主電源を切り、待機電力を削減

・エレベーターの台数制御省エネルギー・
省資源の推進

取組の区分 取組の実施状況

計画通り実施した。

具体的な取組の内容

省エネルギー・
省資源の推進

取組の目標

自動車利用にお
ける取組

・急発進・急加速をしない、アイドリングス
トップの確実な励行などのエコドライブを推
進
・次世代自動車の導入

計画通り実施した。



指針第２号様式

（２）非化石エネルギーの利用の状況

　ア　非化石電気の使用状況

令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度

％ ％ ％ ％

　イ　計画期間 1 年度目（ 令和 6 年度）における非化石エネルギーの利用状況

kl

（３）未利用エネルギーの利用の状況

　ア　計画期間 1 年度目（ 令和 6 年度）における未利用エネルギーの利用状況

　イ アのうち、他のものに供給した電力及び熱

（４）環境価値（クレジット等）の活用の状況

計画期間 1 年度目（ 令和 6 年度）におけるクレジット等の利用

（５）みなしの排出量の算定に利用した温室効果ガス換算量（みなしの削減量）の合計

（６）電気の需要の最適化に資する措置を実施した日数

温室効果ガス換算量（みなしの削減量）

創出地 温室効果ガス換算量（みなしの削減量）

t-CO2

t-CO2

t-CO2

未利用エネルギーの種類

t-CO2

非化石電気の使用状況 目標

(2030年度)

16.5

クレジット等の種類

t-CO2

指標

使用電気全体に占める
非化石電気の比率

非化石エネルギーの使用量 温室効果ガス換算量（みなしの削減量）

t-CO2

t-CO2

導入年度 設備等の種類 概要（規模、性能、発生エネルギー量等）

日

区　分

電　力

熱

t-CO2

t-CO2



指針第２号様式

（７）その他の地球温暖化対策に係る措置の実施状況

（８）「環境保全の日」等に特に推進すべき取組の実施状況

　毎週水曜日を「全庁エコアップ行動デー」とし、全職員に対して環境配慮等に対する意識の
向上を促進するため庁内放送等周知を実施。


